
第２回鶴田ダムの洪水調節に関する検討会

説 明 資 料

平成１９年２月２８日（水）

　　　　　　　　国土交通省　九州地方整備局　鶴田ダム管理所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川内川河川事務所



　　　　　　 　　

　　　　　　 鶴田ダムの洪水調節に関する検討会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成19年2月28日(水）13時～16時

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　場所：さつま町役場(本庁)東別館３階会議室　　

　　　　　　　　　　　　　　議　事　次　第
　1.　開　会

　2.　挨　拶

　3. 「第１回鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」議事要旨について　

　4.　議　事　　

　　（１） 平成18年7月洪水における洪水調節の検証について

　　（２） ダムによる洪水調節の補足説明　

　　（３） 鶴田ダムの洪水調節方法について

　　（４） 情報提供のあり方について　

（５）「地域の方々との意見交換」について

　5.　閉　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



ダ ム に よ る 洪 水 調 節 の 補 足 説 明

　ダムへの流入量より少ない水を放流し、その差をダムに貯留させ、下流の河川の氾

濫を軽減させる洪水調節の目的を持っています。

図　　ダムによる洪水調節イメージ図
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ダムの操作は、ダムへの流入量に基づき放流を行っています。

②　洪水初期

洪水調節開始流量600m3/sま
では、流入＝放流の操作を行
い、貯水位を維持し、洪水調
節容量を確保しておきます。

(135m3/s～ 600m3/s)

① 洪水初期

平常時は、上流からダムへ流
入してくる流水をそのまま放流
します。
通常は、発電放流管から放流
しています。

(～約135m3/s) 流入＝放流

流入＝放流操作
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③ 洪水調節時

洪水調節時には、ダムへ
の流入量の一部を貯留し
て、流入量以下の放流を
行っています。

(600m3/s～)

④　洪水調節終了後

洪水を終了し、次の洪水
にそなえてダムに貯留し
た洪水を流入量以上で放
流して、貯水位を低下さ
せます。

流入＞放流操作
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① 様々な最大流入量

流　入　量　に　つ　い　て

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｓ４７．７洪水

流

入

量

(m
3
/s)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｈ７．７洪水

流

入

量

(m
3
/s)

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｈ１８．７洪水

Ｈ５．８洪水

流

入

量

(m
3
/s)

最大流入量が最大流入量が2,5002,500mm33/s/s以上の洪水以上の洪水

最大流入量が約最大流入量が約2,0002,000mm33/s/sの洪水の洪水

最大流入量が約最大流入量が約1,5001,500mm33/s/sの洪水の洪水

最大流入量が最大流入量が1,0001,000mm33/s/s以下の洪水以下の洪水

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

Ｈ15.6洪水

流

入
量

(m
3
/s)



② 様々な流入波形
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③ 様々な総流入量

総流入量が大規模の洪水総流入量が大規模の洪水

総流入量が中規模の洪水総流入量が中規模の洪水 平成１８年７月洪水平成１８年７月洪水

総流入量が小規模の洪水総流入量が小規模の洪水
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①　最大放流量９００m3/s規模の洪水

放　流　量　に　つ　い　て

ダムへの流入量の大小によって、ダムからの放流量は変わります。
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②　最大放流量１，１００m3/s規模の洪水
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③ 最大放流量１，４００m3/s規模の洪水
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　 ダムの洪水調節によって、1,100m3/s以上の洪水規模の発生回数を低減し、流入量に対

してダムからの放流量を小さくしています。

流入量に対する放流量の低減効果

33回
19回 17回 24回

2回
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

8.0回/10年間

4.6回/10年間 4.1回/10年間
0.5回/10年間

5.9回/10年間

（回）

58回

20回 13回 3回 1回
0
10
20
30
40
50
60

70
80
90

100

600～900 900～1,100 1,100～1,400 1,400～2,400 2,400～

14.1回/10年間

4.9回/10年間 3.2回/10年間
0.2回/10年間0.7回/10年間

（回）

図　　　既往経験洪水に対する段階毎流量の洪水発生回数
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　鶴田ダムの洪水調節方法について



第１回検討会における意見について（取りまとめ）
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② 洪水調節開始流量について

③ ダムの段階放流量と浸水被害の関係について

④ 下流河川の状況を踏まえた操作について

⑤ 定率操作の勾配について

⑥ 計画規模を超える洪水時の操作について

洪水調節
開始流量

調節ルール

中小洪水に対応

大洪水に対応

容量内で収まる
（ルールどおりの放流）

容量を超える
（計画規模を超える操作）

ゲート放流能力

下流被害軽減効果
（河川流量）

ダムの洪水
調節容量

第１回検討会における意見



　クレストゲート

発電放流管

コンジットゲート
計画堆砂量

図　　貯水池容量配分図

①　洪水前の更なる貯水位の低下について

2) 予備放流(EL130.0m)
　最低水位EL130.0mまで水位を低下させる場合は、基準に基づき実施します。

予備放流(EL130.0m)まで下げるための基準(条件)

　・過去5日間の降雨量が260mmを超えている。

　・かつ当該時刻以前の3時間の降雨量が40mm　
に達し、さらに今後150～200mmの降雨が予 　

想される。

平成18年7月洪水では、基準(条件)に至らな
かったため、EL130.0mまでの予備放流は実施
しませんでした。

表　　平成18年7月洪水での状況

凡例）　○：該当する

　　　　 ×：該当しない

1) 予備放流(EL131.4m)
　洪水が予想される場合、必要な洪水調節容量を確保するため貯留水を事前に放流し、予備放
流水位EL131.4mまで下げています。

判　定 ○ ×

条　件
過去５日間雨量 当該時刻以前３時間雨量 今後の予測雨量

260mm以上 40mm以上 150mm～200mm
× ×

時　刻
７／２０  17:00

128.6mm 2.4mm

 [気象台20日16:25発表] [気象協会20日9:00発表]

24時間薩摩地方180mm 51時間105.7mm



現行の放流設備の能力では、放流量が制限されるため予備放流水位をEL118mまで低下させて
も平成18年7月洪水では、計画規模を超える洪水時の操作を回避することができません。
　また、その効果もわずかです。　

表　　制限水位を低下させた場合の洪水調節結果　　

3)  予備放流（～EL118.0m)
　 平成18年7月洪水に対して、予備放流水位を130m・125m・118mまで水位を低下させた場合につ

いて検討を行いました。

予備放流水位 最大放流量
計画規模を超える

洪水時の操作の有無

洪水調節開始水位をＥＬ１３１．４ｍからＥＬ１３０．０ｍに下げた場合 約１０m3/s低下 有り

洪水調節開始水位をＥＬ１３０．０ｍからＥＬ１２５．０ｍに下げた場合 約２５m3/s低下 有り

洪水調節開始水位をＥＬ１２５．０ｍからＥＬ１１８．０ｍに下げた場合 約　１m3/s低下 有り0

クレストゲート
EL 160.0m 満水位

EL 131.4m 予備放流水位
EL 130.0m 最低水位

EL 115.6m 計画堆砂位

利水容量

洪水調節容量

死水量
EL125.0m

EL120.0m
EL118.0m

計画堆砂量

[発電の機能]
　 貯水位がEL130.0m以下では発電を行

　うことはできません。

発電取水口

コンジットゲート

図　　　貯水池容量配分図

約10m3/s
低下

約25m3/s
低下

0m3/s
低下



　コンジットゲートの放流能力は、貯水位の高さによって変わってきます。
　貯水位を低下させた場合、洪水調節を行うための放流設備の放流能力が十分にありません。

放流能力の低下

放流能力の

低下

EL131.4ｍ

○ 貯水位が予備放流水位（EL.131.4m）の場合

○コンジットゲート
最大放流量 840m3/s

EL125.0ｍ

○ 貯水位がEL.125.0mの場合

○コンジットゲート
　最大放流量 478m3/s

○コンジットゲート
　最大放流量 0m3/s

○ 貯水位がコンジットゲート敷高（EL.118.0m）
の場合

EL118.0ｍ

コンジットゲート

の放流量(m3/s)
備　　　考

EL131.4m 840 予備放流水位
EL130.0m 782
EL125.0m 478
EL120.0m 73
EL118.0m 0 コンジットゲート敷高

表　　コンジットゲートの放流能力



②　洪水調節開始流量について　

洪水調節開始流量を900m3/sとした場合 洪水調節開始流量を1,100m3/sとした場合

　洪水調節開始流量を現在の600 m3/sから900 m3/s及び1,100 m3/sとした場合について検討
を行いました。

：：一定率放流一定率放流

：：一定量放流一定量放流

現在の洪水調節開始流量　600m3/sの場合

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1,100m3/s
1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）



鶴 田 ダ ム の 放 流 能 力

満水位（160.0ｍ）

5,381m3/s 0m3/s

貯水位（118.0ｍ）

予備放流水位
（131.4ｍ）

840m3/s

　洪水調節開始流量を検討するにあたっては、放流設備の放流能力を考慮することが必要で
す。コンジットゲートの放流能力は、貯水位の高さによって変わってきます。

クレストゲート

コンジットゲート

発電放流管

鶴田ダムの
放流設備

貯水位　(EL.m)
EL160.0m
(満水位)

EL131.4m
(予備放流水位)

EL118.0m
(コンジットゲート敷高)

クレストゲートの放流量

(m3/s)
3,890 0 0

コンジットゲートの放流量
(m3/s)

1,491 840 0

合　　　計 5,381 840 0

[参考]　　発電放流量
　　　　　　　(m3/s)

150 135 0



洪水開始流量を600m3/sから900m3/sとした場合

洪水調節

洪水調節を流入量600m3/sから開始する場合

流入量

放流量

EL 131.4ｍ

洪水調節

洪水調節を流入量900m3/sから開始する場合

流入量

放流量

EL 131.4ｍ

600ｍ3/ｓ開始

900ｍ3/ｓ開始

EL131.4mの最大放流量（可能量）975m3/s

EL131.4ｍ
○コンジットゲート
最大放流量　840m3/s

コンジットゲートの放流のみで洪水調節を開始できます。

○発電放流管
　最大放流量135m3/s

EL131.4mの最大放流量（可能量）975m3/s

EL131.4ｍ
○コンジットゲート
最大放流量 840m3/s

コンジットゲートの放流のみでは洪水調節を開始できません
発電放流を加味すれば、 900m3/s洪水調節が可能です。

○発電放流管
　最大放流量135m3/s

時間

時間

水位

水位

流
量

流
量

1) 放流設備の能力
　洪水調節開始流量を900m3/sとした場合、コンジットゲートだけでは放流能力が不足します。
　なお、発電放流を加味した場合、 900m3/sが放流可能となります。
　ただし、発電放流管は、洪水調節用の施設ではありません。



【洪水調節開始流量600m3/sの場合】

【洪水調節開始流量900m3/s以上の場合】

①　洪水調節容量
　洪水初期に一部放流することになるた
め、洪水調節量を約100万m3温存させる
ことができます。

② 最大放流量
　最大放流量を約10m3/s低下させること
ができます。

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

2) 洪水調節効果
　 洪水調節開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合、平成18年7月洪水に対して次の
効果が得られます。

900m3/s

600m3/s

1,100m3/s

約100万m3の容量

図　　温存される洪水調節量

放流量

流入量



【洪水調節開始流量600m3/sの場合】

【洪水調節開始流量900m3/sの場合】

900m3/s

浸水箇所

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

[流量]
（m3/s）

600m3/s

浸水無し

3) ダム下流の状況

　洪水調節開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合、下流部で田畑の冠水が発生す
る可能性が多くなります。

下流部で田畑の冠水が発生する
可能性が多くなります。



4) 洪水調節回数の低下
　 洪水調節開始流量を600m3/sから900m3/sに引き上げた場合、これまで洪水調節をしていた洪
水がそのまま下流に流下します。

　 過去の発生洪水で検証すると、600m3/s～900m3/s規
模の33回の洪水が洪水調節を行わず、そのまま下流

に流下することになります。

時　間

流

量

900m3/s

600m3/s

流入量

放流量

時　間

流

量

900m3/s

600m3/s
流入量＝放流量

洪水調節開始流量を600m3/sとする場合

洪水調節開始流量を900m3/sとする場合

図　過去41年間に発生した洪水の規模（最大流入量）
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洪水開始流量を600m3/sから1,100m3/sとした場合

1) 放流設備の放流能力　

　洪水調節開始を流入量1,100m3/sとする場合、発電放流管を加味しても現在の施設では

放流能力がありません。

洪水調節

流入量

放流量

EL 131.4ｍ
水　位

時　間

流

量

EL 131.4mの最大放流量（可能量）975m3/s

EL131.4ｍ
○コンジットゲート
最大放流量　840m3/s

○発電放流管
　最大放流量　135m3/s

840m3/s ＋ 135m3/s ＝ 975m3/s  ＜ 1,100m3/s



③ ダムの段階放流量と浸水被害の関係について

：：一定率放流一定率放流

：：一定量放流一定量放流

　鶴田ダムは、下流河川の状況を踏まえ、中小洪水に対しても効果的な洪水調節が可

能となるよう一定率一定量方式を採用しています。

図　　一定率一定量方式

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3

Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

900m3/s

1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

計画最大流入量 4,600m3/s
計画最大放流量 2,400m3/s

[流量]（m3/s）



　 ダム下流地点の流量は、ダムからの放流量が同じ場合でもダム下流域における雨の降り

方によって、河川流量の大きさが異なります。

上流型の洪水と下流型の洪水について

下流型の洪水の場合

③ 1,200m3/s

① ダム放流量　600600mm33/s/s③

①　ダム放流量を仮に600とします。

②　支川からの流量(600)

③　下流地点流量

　　(600＋600＝1200)

②

② 支川等からの流量　600m3/s

下流型の洪水とは、ダム上流部に比べてダム下流部で多くの雨が降っている洪水を言います。

①

上流型の洪水の場合

① ダム放流量　600600mm33/s/s

②② 支川等からの流量支川等からの流量100100mm33/s/s③ 700700mm33/s/s

③

①　ダム放流量を仮に600とします。

②　支川からの流量(100)

③　下流地点流量

　　(600＋100＝700)

上流型の洪水とは、ダム下流部に比べてダム上流部で多くの雨が降っている洪水を言います。

①

②



表　　ダム放流量と下流の状況の関係

　　洪水調節の段階的(600m3/s ～1,400m3/s)放流量は、これまで次のような被害状況を
考慮して運用してきています。

[凡例]  －:被害発生なし

　　　　×：被害発生あり

　ダム放流量と下流の浸水被害の関係は、次の通りです。

田畑の被害 家屋の被害 
ダム放流量 下 流 の 状 況 

上流型 下流型 上流型 下流型 

～600 m3/s 田畑や家屋に被害が生じない流量です。 ― ― ― ― 

600 m3/s ～ 900 m3/s 
下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 

上流型の洪水では、田畑の冠水は生じません。 
― × ― ― 

900 m3/s ～ 1,100 m3/s 上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 × × ― ― 

1,100 m3/s ～ 1,400 m3/s 
上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 

上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が発生します。 
× × × × 

1,400 m3/s～ 上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。 

上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が増大します。 
× × × × 



① ダム放流量 ～600m3/s
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浸水想定図(ダム放流～600m3/s の場合) 
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田畑冠水 : － : －

家屋浸水 : － : －

下流型洪水 上流型洪水

浸 水 想 定 ヶ 所

　ダム放流量600m3/sまでは、田畑や家屋に被害が生じない流量です。



② ダム放流量 600m3/s～ 900m3/s
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浸 水 想 定 ヶ 所

下流型の洪水で田畑の冠水が発生します 
上流型の洪水では、田畑の冠水は生じません 

浸水想定図(ダム放流 600m3/s～900m3/s の場合) 

ダム放流量600m3/s～900m3/s の範囲では、下流型の洪水で田畑の冠水が発生します。
上流型の洪水では、田畑の冠水は生じません。 　



③ ダム放流量 900m3/s～ 1,100m3/s
 

 

薩摩灘 

川内川

鶴
田
ダ
ム 

●湯田観測所 宮之城観測所

● 

新
湯
田
橋

柏原橋

宮
都
大
橋

● 
斧
渕
観
測
所

● 

倉野橋観測所 

900m3/s～ 

1,100m3/s 

● 

川
内
観
測
所 

田畑冠水 : 15ヶ所 :  4ヶ所

家屋浸水 : － : －

下流型洪水 上流型洪水

浸 水 想 定 ヶ 所

上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します 
浸水想定図(ダム放流 900m3/s～1,100m3/s の場合) 

ダム放流量900 m3/s ～ 1,100 m3/sの範囲では、上流型及び下流型の洪水で田畑の冠

水が発生します。 　



④ ダム放流量 1,100m3/s～ 1,400m3/s
 

図-4.4.1 川内川下流域 浸水被害状況図       出典：さつま町住民説明配布資料より
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下流型洪水 上流型洪水

浸水想定図(ダム放流 1,100m3/s～1,400m3/s の場合) 

上流型及び下流型の洪水で田畑の冠水が発生します 
上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が発生します 
ダム放流量1,100 m3/s ～ 1,400 m3/sの範囲では、上流型及び下流型の洪水

で田畑の冠水が発生します。また、上流型及び下流型の洪水で家屋の浸水が
発生します。



④④ 下流河川の状況を踏まえた操作について下流河川の状況を踏まえた操作について

１）　河口部の干満の状況を踏まえた操作　

平成１７年９月６日出水

9/6 14:00
H= 6.98
Q=概ね3,000m3/s

9/6 14:00
H= 3.94
Q=概ね3,000m3/s

川内観測所　高水敷高
H=約２．０ｍ

Q=概ね1,600m3/s

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

9
/
4
 0

0
:0

0

9
/
4
 0

6
:0

0

9
/
4
 1

2
:0

0

9
/
4
 1

8
:0

0

9
/
5
 0

0
:0

0

9
/
5
 0

6
:0

0

9
/
5
 1

2
:0

0

9
/
5
 1

8
:0

0

9
/
6
 0

0
:0

0

9
/
6
 0

6
:0

0

9
/
6
 1

2
:0

0

9
/
6
 1

8
:0

0

9
/
7
 0

0
:0

0

9
/
7
 0

6
:0

0

9
/
7
 1

2
:0

0

9
/
7
 1

8
:0

0

9
/
8
 0

0
:0

0

9
/
8
 0

6
:0

0

9
/
8
 1

2
:0

0

9
/
8
 1

8
:0

0

9
/
9
 0

0
:0

0

9
/
9
 0

6
:0

0

9
/
9
 1

2
:0

0

9
/
9
 1

8
:0

0

9
/
1
0
 0

0
:0

0

水位：
T.P(m)

斧渕水位観測所水位
川内水位観測所水位
干　 潮
満 潮

平成１７年９月６日出水

9/6 14:00
H= 6.98
Q=概ね3,000m3/s

9/6 14:00
H= 3.94
Q=概ね3,000m3/s

川内観測所　高水敷高
H=約２．０ｍ

Q=概ね1,600m3/s

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

9
/
4
 0

0
:0

0

9
/
4
 0

6
:0

0

9
/
4
 1

2
:0

0

9
/
4
 1

8
:0

0

9
/
5
 0

0
:0

0

9
/
5
 0

6
:0

0

9
/
5
 1

2
:0

0

9
/
5
 1

8
:0

0

9
/
6
 0

0
:0

0

9
/
6
 0

6
:0

0

9
/
6
 1

2
:0

0

9
/
6
 1

8
:0

0

9
/
7
 0

0
:0

0

9
/
7
 0

6
:0

0

9
/
7
 1

2
:0

0

9
/
7
 1

8
:0

0

9
/
8
 0

0
:0

0

9
/
8
 0

6
:0

0

9
/
8
 1

2
:0

0

9
/
8
 1

8
:0

0

9
/
9
 0

0
:0

0

9
/
9
 0

6
:0

0

9
/
9
 1

2
:0

0

9
/
9
 1

8
:0

0

9
/
1
0
 0

0
:0

0

水位：
T.P(m)

斧渕水位観測所水位
川内水位観測所水位
干　 潮
満 潮

斧渕水位観測所水位
川内水位観測所水位
干　 潮
満 潮

潮位影響有り（約10cm）



平成１８年７月２２日出水
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　 過去３年間の平均潮位（満潮位及び干潮位）を基に、斧渕地点及び川内地点の水位を算出すると

以下のとおりです。

　 斧渕地点の水位は、中小洪水でもほとんど干満の影響を受けません。
　 川内地点の水位は、概ね3,000m3/s以下の中小洪水については若干の干満の影響を受けるもの

の、それ以上の洪水に対してはほとんど干満の影響を受けません。
参考までに平成１８年７月２２日は、斧渕、川内地点ともに概ね5,000m3/s程度の実績流量を記録し

ています。



2) 下流河川(支川を含む)の状況を踏まえた操作

下流河川の状況を踏まえた操作として、次の２ケースを平成１８年７月洪水で検討を行いまし

た。

①宮之城地点の水位が危険水位になりそうになったとき、ダム放流量を一定量で維持する。

②宮之城地点の水位が警戒水位になりそうになったとき、ダム放流量を一定量で維持する。

　下流河川を考慮してダムの放流量を一定放流で維持した場合、ダム最大放流量が増加し
ます。

表　　ダム最大放流量

ケース
ダム最大放流量

(m3/s)

① 約120m3/s増加

② 約300m3/s増加



⑤　定率操作の勾配について定率操作の勾配について

：：一定率放流一定率放流

：：一定量放流一定量放流
現行の現行の定率の調節勾配1/2の場合 定率の調節勾配2/3の場合

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

[流量]
（m3/s）

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量
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2,000

3,000

4,000

5,000

[流量]
（m3/s）

600m3/s

Ｖ1=1,000万m3

Ｖ2=2,000万m3
Ｖ3=3,500万m3

4,600m3/s

900m3/s
1,100m3/s

1,400m3/s

2,400m3/s

放流量

流入量

　平成18年7月洪水を対象として定率の調節勾配を1/2から2/3まで変えた場合の検討を行
いました。

① 計画規模を超える洪水時の操作　
　計画規模を超える洪水時の操作を回避することができません。　

② 最大放流量　
　定率の調節勾配を急にしたため洪水調節容量が温存され、最大放流量が約20m3/s低下しま
す。　

③ 放流量の増加量　
　放流量の増加速度が大きくなるため、下流の水位上昇速度が早くなります。　
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⑥⑥ 計画規模を超える洪水時の操作について計画規模を超える洪水時の操作について

1) 平成18年７月洪水に対する検討
　平成18年７月洪水を対象として、計画規模を超える洪水時の操作開始を現行の８割容量
水位から６～７割容量水位とした場合について比較しました。

② 最大放流量
洪水時の操作開始水位を低下させた場合、最大放流量が7割容量水位で約40m3/s、6割容量水

位で約100m3/s低下します。　

① 放流量の増加勾配
　操作開始水位を６割容量水位まで低下させた場合、放流量の増加勾配が緩やかになり、下流
の水位上昇速度が低下します。

図　平成図　平成1818年年77月洪水に対する月洪水に対する計画規模を超える洪水時の操作開始容量水位比較図



図　　過去に発生した洪水の最高水位
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○○計画規模を超える洪水
　時の操作回数

８割容量　：　１回８割容量　：　１回

７割容量　：　３回７割容量　：　３回

６割容量　：　６回６割容量　：　６回

S54.6S54.6 H5.8H5.8

H9.9H9.9
H10.4H10.4

H18.7H18.7

H17.9H17.9

最高水位最高水位

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量変更後：昭和48年以降

洪水調節容量
変更前

：昭和48年以前

2）計画規模を超える洪水時の操作回数の増加
　操作開始水位を現行の８割容量水位から６割容量水位まで低下させた場合、これまで計画
規模を超える洪水時の操作に至らなかった洪水が計画規模を超える洪水となります。

① 計画規模を超える洪水操作

　計画規模を超える洪水時の操作が増加します。

② 最大放流量

　　最大放流量は、現行の操作ルールに対して各洪水で40m3/sから220m3/s増加します。



ダム放流時における情報提供についてダム放流時における情報提供について

情報表示板

警報局

警報車



１．水防警報の通知（通知系統図）

２．洪水予報の通知（通知系統図）

ホットライン

地

域

住

民

県土木部河川課

各土木事務所

各消防本部・局

川内川河川事務所

県土木部河川課

各土木事務所

各消防本部・局

陸上自衛隊

九電・ＮＴＴ

各市町村

各警察署

川内川河川事務所

鹿児島地方気象台

陸上自衛隊

県危機管理防災課

県警本部

報道機関

※共同発表

避
難
勧
告
等

水防団各市町村

各警察署

県危機管理防災課

気象注意報・警報、土砂災害警戒情報

出水時には、川内川河川事務所から水防警報・洪水予報を行います。

出水時における国土交通省の情報提供の現状についてⅠⅠ..



洪水予報、特別警戒水位情報区間及び水防警報対象観測所位置図

上流部洪水予報区間下流部洪水予報区間

特別警戒水位
情報区間

川内

倉野橋

宮之城 栗野橋

真幸

吉松

花北

　水防警報対象観測所 ７箇所水防警報

羽月川特別警戒水位情報

ダム～河口下流

上流～ダム上流

洪水予報

洪水に関する情報

ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



３．ダムからの放流通知（通知系統図）

地

域

住

民

さつま町（本庁・鶴田総合支所）

電源開発（株）・九州電力（株）

河川情報センター（ダム情報）

川内警察署・さつま警察署

鶴田ダム管理所 避
難
勧
告
等

薩摩川内市(本庁・東郷支所・樋脇支所)

さつま町消防本部

県川内土木事務所

FAXにて通知

河川利用者に直接情報提供 警報局（サイレン・放送等）：ダム下流域２５箇所

警報車（サイレン・放送等）：河川沿いに川内川河口まで

情報表示板（ダム情報）：ダム下流の利用の多い４箇所

ダムからの放流情報は、関係機関への通知及び河川利用者に直接情報提供
を行っています。

出水時における国土交通省の情報提供の現状について
ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



警報局・情報表示板位置図、及び警報車ルート図

警報車（河川沿い左右岸）

［　凡　例　］
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　警報局

　　　　　　　　　　情報表示板

　　　　　　　　　　警報車ルート　　　
　　　　　

鶴田ダム下流　：　警報局２５箇所

　　　　　　　　　　 情報表示板４箇所 情報表示板

警報局

警報車

ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



情報表示板表示例

○情報表示板表示例

鶴田ダム
洪水調節中

放流量
６００ｔ

鶴田ダム
異常洪水放流中
放流量増加中

鶴田ダム
洪水調節後

放流中放流量
７５０ｔ

洪水時（イメージ写真）

鶴田ダム
予備放流中

放流量
３００ｔ

鶴田ダム
洪水調節中

放流量
６００ｔ

洪水時表示内容例

ⅠⅠ.  .  出水時における国土交通省の情報提供の現状について出水時における国土交通省の情報提供の現状について



川内川河川事務所からの情報提供
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⑦ ⑧ ⑨ ⑩

川内川河川事務所の情報提供

　　水防警報　：　①～③・⑤

　　洪水予報　：　④・⑥～⑯

７月２０日１７：００から２３日１３：００の間で、宮之城水位観測所への水防警報を４回、及び下流河川への
洪水予報１２回を行いました。

水防警報　：　水防法第１６条に基づき、現在の水位、雨量等の情報を提供している。また、水防団出動の判断の目安となっている。　　　　　　
　　洪水予報　：　水防法第１０条に基づき、気象台と共同で現状の雨量、水位情報並びに今後の予測雨量、予測水位情報を提供している。　
　　　 また、避難勧告等の発令の目安となっている。

① ②
③

④
⑤

⑥
宮之城水位観測所

⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑯⑮

Ⅱ．平成１８年７月洪水における情報提供実績



川内川河川事務所からの情報提供

Ⅱ．平成１８年７月洪水における情報提供実績

番号 通知種別 通知日時 内容

① 水防警報 ２０日　２３時５５分 　　待機：指定水位に達しました

② 水防警報 ２１日　２０時００分 　　準備：警戒水位を突破すると思われる

③ 水防警報 ２１日　２０時４５分 　　出動：警戒水位を超えてさらに上昇

④ 洪水予報 ２１日　２１時２０分 　　注意報：宮之城水位観測所では、警戒水位に達する出水となる見込み、十分な注意

⑤ 水防警報 ２１日　２２時００分 　　警戒：警戒水位を超えてまだ増水、水防体制強化

⑥ 洪水予報 ２１日　２２時５０分 　　警報：宮之城水位観測所では、危険水位換算水位に達する出水となる見込み、厳重な警戒

⑦ 洪水予報 ２２日　２時５８分 　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間警戒水位程度の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑧ 洪水予報 ２２日　８時２５分 　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間警戒水位程度の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑨ 洪水予報 ２２日　１０時１５分 　　情報：宮之城水位観測所では、危険水位換算水位を大幅に超える出水となる見込み、厳重な警戒

⑩ 洪水予報 ２２日　１１時３５分 　　情報：宮之城水位観測所では、計画高水位を大幅に超える出水となる見込み、厳重な警戒

⑪ 洪水予報 ２２日　１３時５８分
　　警報：宮之城水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位に達する出水になる見込み、厳重な警戒

⑫ 洪水予報 ２２日　１６時５５分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の出水となる見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、計画高水位に達する出水になる見込み、厳重な警戒

⑬ 洪水予報 ２２日　２０時２０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑭ 洪水予報 ２３日　２時４０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間、計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑮ 洪水予報 ２３日　６時２０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑯ 洪水予報 ２３日　１１時２０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位程度の水位が続く見込み、厳重な警戒

○平成１８年７月洪水時の宮之城水位観測所における水防警報及び下流河川への洪水予報発令状況
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川内川河川事務所の情報提供

　　水防警報　：　⑦～⑨・⑪

　　洪水予報　：　①～⑥・⑩・⑫～⑯

川内水位観測所
① ③ ④ ⑤

⑦
⑧

⑩

⑪
⑫ ⑬ ⑭ ⑯

⑨
（ T P . ）

７月２０日１７：００から２３日１３：００の間で、川内水位観測所への水防警報４回、及び下流河川への洪水
予報１２回を行いました。

水防警報　：　水防法第１６条に基づき、現在の水位、雨量等の情報を提供している。また、水防団出動の判断の目安となっている。　　　　　　
　　洪水予報　：　水防法第１０条に基づき、気象台と共同で現状の雨量、水位情報並びに今後の予測雨量、予測水位情報を提供している。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 また、避難勧告等の発令の目安となっている。

② ⑥ ⑮

川内川河川事務所からの情報提供

Ⅱ．平成１８年７月洪水における情報提供実績



川内川河川事務所からの情報提供

Ⅱ．平成１８年７月洪水における情報提供実績

番号 通知種別 通知日時 内容

① 洪水予報 ２１日　２１時２０分 　　注意報：宮之城水位観測所では、警戒水位に達する出水となる見込み、十分な注意

② 洪水予報 ２１日　２２時５０分 　　警報：宮之城水位観測所では、危険水位換算水位に達する出水となる見込み、厳重な警戒

③ 洪水予報 ２２日　２時５８分 　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間警戒水位程度の水位が続く見込み、厳重な警戒

④ 洪水予報 ２２日　８時２５分 　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間警戒水位程度の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑤ 洪水予報 ２２日　１０時１５分 　　情報：宮之城水位観測所では、危険水位換算水位を大幅に超える出水となる見込み、厳重な警戒

⑥ 洪水予報 ２２日　１１時３５分 　　情報：宮之城水位観測所では、計画高水位を大幅に超える出水となる見込み、厳重な警戒

⑦ 水防警報 ２２日　１１時５５分 　　待機：指定水位に達しました

⑧ 水防警報 ２２日　１２時５０分 　　準備：警戒水位を突破すると思われる

⑨ 水防警報 ２２日　１３時３５分 　　出動：警戒水位を超えてさらに上昇

⑩ 洪水予報 ２２日　１３時５８分
　　警報：宮之城水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位に達する出水になる見込み、厳重な警戒

⑪ 水防警報 ２２日　１４時４０分 　　警戒：危険水位を超えてまだ増水、水防体制強化

⑫ 洪水予報 ２２日　１６時５５分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の出水となる見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、計画高水位に達する出水になる見込み、厳重な警戒

⑬ 洪水予報 ２２日　２０時２０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑭ 洪水予報 ２３日　２時４０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間、計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑮ 洪水予報 ２３日　６時２０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒

⑯ 洪水予報 ２３日　１１時２０分
　　情報：宮之城水位観測所では、当分の間計画高水位以上の水位が続く見込み、厳重な警戒
　　　　　　川内水位観測所では、当分の間危険水位換算水位程度の水位が続く見込み、厳重な警戒

○平成１８年７月洪水時における川内水位観測所における水防警報及び下流河川への洪水予報発令状況
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鶴田ダムから
の放流通知

鶴田ダム管理所より、７月２０日１７：００から２３日１３：００の間で、関係機関へ合計１４回
の情報提供（放流通知）を行いました。

鶴田ダム管理所からの情報提供

Ⅱ．平成１８年７月洪水における情報提供実績



鶴田ダム管理所からの情報提供

Ⅱ．平成１８年７月洪水における情報提供実績

○平成１８年７月洪水時における鶴田ダムからの放流通知

番号 通知日時 内容

① ２０日２０時２０分 洪水調節を開始する予定

② ２０日２２時２５分 洪水調節を開始しました

③ ２１日　７時５５分 洪水調節を終了しました

④ ２１日１６時２０分 洪水調節を開始しました

⑤ ２１日１９時４０分
洪水調節状況と

今後の見込み　（22日1:00頃　流入量2300m3/s　・　放流量1100m3/s）

⑥ ２１日２２時３０分
洪水調節状況と

今後の見込み　（22日0:00頃　流入量2200m3/s　・　放流量1100m3/s）

⑦ ２２日　１時４０分
洪水調節状況（流入量ピーク）と

今後の見込み　（22日3:00頃　放流量1270m3/s）

⑧ ２２日　８時５５分
洪水調節状況と

今後の見込み　（放流量を約1400m3/sまで増やす見込み　・　22日13:00頃　最大流入量2220m3/s）

⑨ ２２日１０時４５分 計画規模を超える洪水時の操作に関する情報《３時間前》

⑩ ２２日１２時００分 鶴田ダムの今後の放流（予定）について

⑪ ２２日１３時３０分 計画規模を超える洪水時の操作に関する情報《１時間前》

⑫ ２２日１４時５０分 計画規模を超える洪水時の操作を開始しました

⑬ ２３日　４時５０分
洪水調節状況と

今後の見込み　（23日10:00頃　流入量3600m3/s　・　放流量3600m3/s）

⑭ ２３日１０時４５分 洪水調節状況（流入量ピーク）



４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

鶴田ダムからの広報誌
　　おおつる湖だより
　　さつま町：2,175部　薩摩川内市：430部　その他：377部

○ ○ ○ ○

鶴田ダム、及び電源開発（株）からの広報誌
　　洪水の季節到来のチラシ
　　さつま町：5,900部　薩摩川内市：10,050部　その他：140部

○

鶴田ダム管理所ホームページ

川の防災情報（インターネット・携帯電話 ｉ モード）

洪水調節後の記者発表

○住民への情報提供

通年（随時更新）

通年

通年（洪水調節後、速やかに発表）

月

　

Ⅲ.　常時（日頃）の情報提供について




















	　�　　　　　�　　　      鶴田ダムの洪水調節に関する検討会�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成19年2月28日(水）13時～16時�　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　場所：さつま町役場(本庁)東別館３階会議室　　　　　　

